
東京都スポーツ少年団育成委員会規程 

 

第１章  総  則 

 

第１条 公益財団法人東京都体育協会（以下「協会」という。）定款（以下「定款」という。）

第４０条の規定に基づいて東京都スポーツ少年団育成委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

 

第２章  審議事項 

 

第２条 委員会は、協会理事会（以下「理事会」という。）の諮問を受け、東京都スポーツ少年

団の運営および事業、その他これに関連する事項について審議し、理事会に意見を具申す

ることを目的とする。 

  ２ 前項のほか、東京都スポーツ少年団委員総会（以下「総会」という。）において、東京

都スポーツ少年団の運営および事業について検討を依頼された事項について審議し、検討

結果を総会において報告することができる。 

 

第３章  委  員 

 

第３条 委員会の委員は、理事会においてその構成員である理事の中から選任する。 

  ２ 理事会は、必要と認めるときは、諮問する内容に応じ、加盟団体役員、スポーツ少年団

役員及び学識経験者のうちから委員を指名することができる。 

 

第４条 委員長・副委員長は、前条第１項の規定により委員に選任された理事の中から、理事会

において選任し、理事長が委嘱する。 

      

第５条 委員の任期は、定款第２８条第１項に規定する理事の任期による。なお、再任を妨げな

い。 

 

第４章  委 員 会 

 

第６条 委員会は、委員長が招集してその議長となる。 

 

第７条 委員会は、委員総数の過半数が出席しなければ開会することができない。 

 

第８条 委員会の議事は、出席委員の過半数で決定する。 

２ 可否同数のときは、議長がこれを決定する。 

 

第９条 委員会は審議にあたって、業務執行理事（理事の職務権限等に関する規程第８条に基づ

き「スポーツ少年団に関すること」を所掌業務とするものに限る。）の意見を聞かなけ

ればならない。 

２ 委員長が必要と認めたときは、委員会に参考人の出席を求めその意見を述べることがで

きる。 



３ 理事長及び業務執行理事である各理事は、委員会に出席して意見を述べることができる。 

 

第５章 分 科 会 

 

第１０条 委員会の議決を経て、委員会に必要な分科会を設けることができる。 

 

第６章  補  則 

 

第１１条 この規程は、理事会の議決によって変更することができる。 

 

 

 

附  則 

 

１ この規程は、昭和５８年４月１日から施行する。 

２ この規程は、平成２３年１２月１４日理事会議決により一部改正。 

３ この規程は、公益財団法人東京都体育協会の設立登記の日(平成２４年４月１日)から施行

する。 

 


